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青山小学校区コミュニテイ協議会総会

園
児
盛
り
上
げ
に

一
役

青山コミュニティハウスの管

理人が交代しました。前任者

が7月 いっばいで退任、8月か

ら新しく浦山 10区 の日中文代

さんが就任しました。3人 の

交代勤務。「|よじめは不安も

ありましたが、文化察行事も

無事乗り越えられてホッとして

います。まだ、3ヵ月ですが、日々

新しい発見があってやりがいが

あります」と張り切っています。

ニ
テ
ィ
．ハ

チ
ス！．の
斉
竹
祭
が
十
几
一

青
山
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
平
成
二
十

一
年
度
総
会
が
六
月
二

十
八
日
開
か
れ
、

浦
山
、

有
明
両
地
区

の
自
治
会
長
、

各
種
団
体
代
表
ら
約
五

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
同
会
は
四
年

目
に
入
り
、

多
彩
な
事
業
計
画
を
策
定
、

区
政
と
有
機
的
連
携
を
と
り
、

幅
広
い

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。

発
会
後
、

会
長
宅
に
置
い
て
い
た
事
務

局
を
青
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
内
に

移
す
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

二
十
三
～
二
十
五
日
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

同
ハ
ウ
ス
を
利
用

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
け
い
こ
の

成
果
を
披
露
す
る
秋
の
祭
典
で
す
。

今
年
は
サ
ー
ク
ル
の
熱
演
に
ま
じ

っ
て
聖
園
マ
リ
ア
幼
稚
園
の
園
児

が
賛
助
出
演
し
、

芸
能
発
表
会
の

盛
り
上
げ
に

一
役
買

っ
て
く
れ
ま

し
た
。

午
前
の
部
、

二
番
目
に
出

演
、

手
づ
く
り
の
ト
ン
ガ
リ
帽
子

と
か
わ
い
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
登

場
、

園
歌
の
斉
唱
に
次
い
で
ト
ッ

キ
ツ
キ
ダ
ン
ス
を
披
露
、

会
場
に

詰
め
か
け
た
パ
パ
や
マ
マ
、
じ
い

ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
か
ら
大

き
な
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
、

大

盛
況
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

三

日
間
の
入
場
者
数
も
前
年
を
は
る

か
に
上
回
る
四
百
八
人
、

文
化
祭

の
低
調
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う
と
主
催
者
側
で
は
広
報
活
動
な

ど
、

あ
れ
こ
れ
知
恵
を
し
ぼ
つ
て

き
た
だ
け
に
園
児
効
果
に
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
し
た
。

作
品
展
に
は
書
道
、

生
花
、

工

芸
各
部
門
に
人
団
体
が
出
品
し
ま

回
中
女
付
さ
れ

よ
う
し
く

し

た

。

（二
頁
へ
続
く
）

一

監事 高橋恒夫    監 事 阿部藤吉

(浦山地区自治協議会)   (有 明地区自治協議会)

副
套
長

村
井
良
次

（有
明
地
区
自
君
裾
撃
露
じ

上裂〓長
佐
藤
　
孝

部
会
長

稲
毛
秀
実

〈有
明
地
区
自
工得
望
雲
０

部
会
長

期
治
　
務

〈西
交
通
安
全
協
浦
山
支
部
）

部
会
長

矢
口
　
弘

（ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
）

グラス

昌

冒

― 一 一 一 一

置

套

Ｂ
置

あ

韓
や
。
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七
月
二
十
五
日
、

浦
山
地
区

自
治
協
議
会
、

関
屋
堀
割
町
自

治
会
長
の
相
馬
哲
さ
ん
（七
二
）

の
福
祉
講
演
会
が
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

石
山
で
開
か
れ
ま
し
た
。

語
演

要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

満
面
に
笑
顔
で
全
壇
し
た
相

馬
さ
ん
は
開
日
一番

「
皆
さ
ん
元

気
で
す
か
」
。

会
場
か
ら
反
応

が
あ
る
と
、

さ
ら
に
「友
達
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
か
」
「
仲
間
に

笑
顔
で
接
し
て
い
ま
す
か
」
、

続

け
玉
局
齢
者
を
気
づ
か
っ
て
「お

も
ら
し
は
困
り
ま
す
か
ら
、
ト

レ
イ
は
ご
自
由
に
…
」
と
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぶ
り
の
突
っ
込
み
で
会
場

は
一気
に
和
や
か
ム
ー
ド
に
。
よ

う
や
く
、

本
番
に
入
り

「
近
年
、

身
内
の
殺
人
が
多
発
し
て
い
る
。

親
が
子
を
、

子
が
親
を
、

夫
が
妻

を
…
痛
ま
し
ど

）
と
で
す
」
と

生
命
の
尊
さ
を
説
い
た
。

年
間

三
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
数
に

つ
い
て
口
」
れ
は
交
通
事
故
死
の

三
倍
、

命
の
大
切
さ
を
も
っ
と
家

庭
、

学
校
で
教
え
て
い
か
な
け
れ

ば
…
知
識
偏
重
に
な
り
が
ち
な

学
校
教
育
は
見
直
し
が
必
要
」

と
力
説
し
た
。

痛
ま
し
い
事
件

の
背
景
に
つ
い
て
、

人
間
関
係
の

希
薄
さ
を
指
摘
し
、

さ
り
げ
な

い
挨
拶
と
笑
顔
の
大
切
さ
を
強

調
し
た
。

夫
婦
関
係
に
つ
い
て
「日

本
人
は
な
か
な
か
人
の
ほ
め
な

い
、
き
ょ
う
の
お
ま
え
は
き
れ
い

だ
な
、
≡」
の
喜
』
が
”

金

‘‘、
実
践

し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

人
間
の
脳
の
低
下
は
五

十
歳
前
後
か
ら
始
ま
る
。

「
人

の
名
前
が
出
て
こ
な
い
」
な
ど
が

主
な
症
状
で
「
自
転
車
に
乗
っ

て
出
か
け
、バ

ス
で
帰
っ
て
く
る
」

な
ど
と
話
す
と
会
場
か
ら
は
実

い
が
漏
れ
、

う
な
ず
く
人
も
。

最

後
に
「
い
つ
も
実
い
を
忘
れ
な
い

こ
と
、

『
笑
う
門
に
は
福
来
る
』

と
言
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
に
笑
っ

て
も
カ
ネ
は
か
か
ら
な
い
、

赤
ち

や
ん
の
実
顔
は
天
使
の
ほ
ほ
え
み
、

子
供
の
顔
に
は
親
の
心
が
反
映

さ
れ
て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

相
馬
さ
ん
は
心
理
学
を
独
学

で
修
め
、

心
理
相
談
員
２
肩
書

き
の
ほ
か
、

マ
ン
ッ
ク
歴
五
十
年

の
多
芸
多
オ
で
、

町
内
会
、

婦
人

△ム
、

各
種
団
体
な
ど
の
公
演
に

駆
り
出
さ
れ
活
躍
し
て
い
ま
す
。

西
有
明
町
福
社
の
会
は
、

十

月
三
日
、

有
明
福
社
会
館
で
、

講
演
会
を
行
っ
た
。

講
演
者
は
、

元
ま
い
」＞」ろ
ヘ
ル
プ
代
表

口
つ
ち

の
実
家
」
代
表
河
田
士
子
さ
ん
。

平
成
五
年
、

当
時
民
生
児
童

委
員
の
高
野
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
立
ち
上
げ
た

「
西
有
明
町

福
祉
の
会
」
が
設
立
十
六
年
。

自
治
会
内
２
向
齢
化
、

小
家
族

化
、

単
身
化
が
急
ビ
ッ
チ
で
進
ん

で
い
ま
す
。

担
い
手
も
変
わ
り
、

設
立
当
時
に
立
ち
返
っ
て
「
福

祉
の
会
の
意
義
」
を
再
確
認
す

る
た
め
に
、

「支
え
合
う
地
域
づ

く
り
」
の
議
演
を
聞
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
五
〇
人
。

「
た
す
け
て
」
と
言
え
る
人
、

「た
す
け
て
」
と
言
わ
れ
る
人
に
、

そ
ん
な
隣
近
所
に
。

家
の
前
の

道
路
（小
路
）
は
、

施
設
の
廊
下

と
思
っ
て
…
等
う
な
ず
き
な
が

ら
聞
き
入
り
ま
し
た
。

各
家
庭
の
子
供
達
が
巣
立
っ

た
後
の
長
い
時
間
を
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、

よ
り
よ
く
暮
ら
す

た
め
に
「福
祉
の
会
」
の
意
義
を

再
確
認
で
き
ま
し
た
。

た

し

か

め

て

も

し

も

の

備

え

と

避

難

場

所

僑

災
標
事
碩優
秀
笛

造

立
英
樹
さ
０

有
明
地
区
防
策
訓
練

浦
山
地
区
防
災
訓
練

づ身恥舗
塾

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

健
康

に
年
を
重
ね
た
い
」
「
老
後
の
生

活
を
ち
ょ
っ
と
で
も
明
る
く
、

楽

し
く
過
ご
し
た
い
と

の
願
い
が

こ
め
ら
れ
た
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
　
一万

気
塾
」
が
、

九
月
七
日
、

有
明
福

社
会
館
で
開
か
れ
た
。

和
み
の
部
屋

宣
目
山
」
、

青
山

小
学
校
区
マ

主ヽ
〓
ア
ィ
協
議
会
、

西
区
健
康
福
祉
課
の
共
催
、

エハ
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、

栄
養
士
さ
ん
は
、

人
の

生
活
三
要
素
「栄
養

運
動

休
養
」

が
ど
フ
ン
ス
良
く
お
こ
な
わ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、

そ
の
う
ち
の

「
栄
養
」
は
、

高
齢
、

小
家
族
、

ひ

と
り
に
な
る
と
「
食
べ
物
が
片
寄

り
が
ち
に
な
っ
た
り
、

食
欲
が
低

下
し
て
、

時
に
栄
養
失
調
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、

要
注
意
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
保
健
師
さ
ん
に
よ
る
「脳

活
性
化
ゲ
ー
ム
」
。

大
き
な
輪
に

な
り
、

お
て
だ
ま
送
り
。

「
は
じ
め

は
右
お
く
り
、

は
い
持
ち
か
え
て
、

反
対
に
」
「え
？
」
「
ほ
れ
、
＞ち
ち

だ
て
」
「
あ
は
は
」
「
お
ほ
ほ
」
と

大
き
な
笑
い
で
い
っ
ぱ
ｒ
万
気
に

な
り
ま
し
た
。

西区有明地区自主防楽会 (村井良次会長)

の第ワ回防楽訓練が9月 13日、青山小体育館

を会場に行われました。小雨槙様のあいに

くの天候の中、同地区8自治会、福祉タウン施

設の入所者ら約350人 が参加しました。訓

練は初期消火、心肺蘇生の応急処置、煙体験

など多岐にわたり、車いすの操作や応急担

架づくりにもテキパキと取り組んだ。新潟市

に配備されている特殊工作車もお目見えし、

楽害時の心構えを新たにしていた。

西区浦山地区自主防災会 (佐藤孝会長)

の第3回防炎訓練が9月27日、やすらぎ公園

を主会場に行われました。絶好の秋晴れに

癒まれ、13白治会 町内会から約400人が参力B。

各自治会単位で安全確認、避難行動を整然

と行った後、のぼり旗を立てて午前 10時やす

らざ公園に集合、応急手当には小学生の子

供たちも積極的に参加し、真剣な表情で命

の大切さと向き合っていた。
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翻
出
欄
晟
抵
あ
ゆ
の
曇
ゆ

「今
年
も
お
会
い
で
き
て
…
」
―

平
成
二
十

一
年
度
新
潟
市
西
区
浦
山

地
区
の

「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
（青

山
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

な
ど
主
催
）
が
九
月
十
四
日
開
か
れ
、

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
百
四
十
四

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

昼
食
を
と
り

な
が
ら
歌
や
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
、

和
や
か
に
交
流
し
、

初
秋
の
一
日
を
堪
能
し
ま
し
た
。

浦
山
地
区
自
治
協
議
会
の
佐
藤
孝

会
長
が

「何
よ
り
も
健
康
第

一
で
す
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、

次
い
で
西
区

役
所
の
岸
田
副
区
長
が

「皆
さ
ん
は

人
生
の
達
人
、

こ
れ
か
ら
も
長
生
き

し
て
貴
重
な
経
験
を
区
政
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
ま
つ
の
会

が
民
踊
を
披
露
し
、

鎌
原
久
子
さ
ん

が
プ
ロ
顔
負
け
の
カ
ラ
オ
ケ
を
熱
唱
。

来
年
に
つ
い
て
佐
藤
会
長
が

「維
続

は
力
な
り
」
と
開
催
を
力
強
く
宣
言

し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
山
コ
ミ
ュ

〓
ア
ィ
八

ウ
ス
は
マ
イ
カ
ー
利
用
者

の
要
望
に
応
え
、

八
月
か

ら
隣
接
地
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
ま
し
た
。

収

容
台
数
は
十
台
。

か
ね
て

か
ら
マ
イ
カ
ー
利
用
者

青
山
型

こヽ
ニ
ア
ィ
八

ウ
ス
に
近
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
（自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
突

然
の
心
臓
停
止
か
ら
救

ド
青
山
コ
ミ
Ａ
ウ
ス
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
ヘ

か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
、

民
有
地
を
借
り
受
け
対

応
し
た
も
の
で
す
。

当
分

の
間
は

一
団
体
に
つ
き

三
台
ま
で
、

〓
一台
を
超
え

る
場
合
は
、管

理
人
の
了

解
が
必
要
で
す
。

設
置
し
、

和
室
Ｂ
の
畳
の

入
れ
替
え
を
実
施
し
ま

し
た
。

〈フ
後
は
事
務
室
の

コ
ピ
ー
機
の
更
新
な
ど

リ
ー
ス
対
応
も
含
め
、検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、

蘇
生
法
を
駆
使
し
、△叩

を

う叔〓り品
必
告
ＴＷ贅（ｍ壮衣
聖」
ネＬ十ュｕ

同
八
ウ
ス
で
は
西
区
役

所
と
協
議
し
、

「眼
置
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

犠濃サ:'鬱1夢‐―膨捧騒

「信濃川クリーン作戦」が7月26日 、新

潟市西区の関屋分水路で行われ、地区住民

約60人 が参加した。「信濃サをきれしヽにす

る会」に青山小学校区コミュニティ協議会

が協力して実施している夏の恒例行事。午

前6時、さわやかな空気の中で作業開始、2

班に分かれ、土手のゴミを拾しヽ「セキヤ分水」

の花文字周辺の一部草取りtl実施した。

轟
和
室
Ａ
・Ｂ
に
座
い
す
設
置

主早
四
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
八

ウ
ス
は
効
率
的
な
予
算

計
画
を
た
て
、施

設
の
環

境
整
備
を
年
次
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

△ワ
年
度
は

和
室
Ａ

Ｂ
に
座
い
す
を

轟
八
ウ
ス
隣
接
地
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保

子
供
を
対
象
に
し
た
空
手
教
室

で
す
。

ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
、楽

し
ん
で

長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
導
方

針
と
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
式
ヨ
ガ
の
究
極
の
連
人

は
お
釈
迦
様
で
す
。

お
釈
迦
様
が

修
行
で
滉
り
固
ま
っ
た
体
を
ほ
ぐ

す
た
め
に
医
師
で
も
あ
っ
た
弟
子
、

シ
バ
カ
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た
体

操
が
自
己
整
体
体
操
で
し
た
。

の
ち
に
シ
バ
カ
が
タ
イ
に
移
住
し
、

普
及
し
た
の
で
ル
ー
シ
ー
ダ
ツ
ト
ン

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

体
の
硬
い
方
、

運
動
が
吉
手
な
方
、

年
配
の
方
で
も
楽
し
め
ま
す
。

「楽

し
く
、なス

持
ち
よ
く
、

無
理
の
な
い

動
き
」
で
本
来
の
姿
勢
に
近
づ
け
て

い
き
ま
す
。
自
分
自
身
の
「体
の
声
、

心
の
声
」
を
聞
き
、自

分
に
あ
っ
た

動
き
と
呼
吸
法
を
行
い
ま
す
。

体

の
歪
み
が
整
っ
て
く
る
と
内
胸
の
動

心
身
と
も
に
強
く
し
た
い
、そ

う

な
っ
て
も
ら
う
の
が
最
終
目
標
で
す
。

は
じ
め
は
売
工手
の
技
や
型
を
教
え

込
む
こ
と
で
、体

の
動
き
や
バ
ラ
ン

ス
を
身
に
付
け
、次

い
で
自
分
で
考

えヽ
、判

断
す
る
こ
と
を
練
習
し
ま
す
。

次
の
段
階
で
組
手
へ
と
段
階
的
に

進
ん
で
い
き
ま
す
。

度
、気

軽
に
無

料
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

週
二
□
、木

曜
日

（夜
七
時
～
八

時
半
▼
土
曜
日
（夜
六
時
～
七
時
き

髄
時
募
集
。

問
い
合
わ
せ
は
〇
九
〇
十
三
囲
○

き
、血

液
の
流
れ
、基

礎
代
調
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

企

回
、五

〇
〇
円
）

毎
週
月
曜
（午
前
十
時
～
十

一
時
半
）

毎
週
火
曜
（午
後
七
時
～
八
時
半
）

問
い
合
わ
せ
は
〇
九
〇
十
六
〇
〇

〇
十
一七
八
三
（土
屋
純
子
）
ま
で
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